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第Ⅰ章 障害児の教育場面における生体情報の利用 
 障害児教育においては，1960 年代より広範な領域で発達的な観点からの生理心理学的ア
プローチが試みられ，多くの生理学的知見が蓄積されてきた．しかし，その一方で，生理
心理学的知見の実践への貢献に関する指摘はたびたび行われ，臨床応用への発展が期待さ
れている．  
しかし，教育場面における生体情報の利用を目指す上では，生態学的妥当性の配慮が必
要となる．第一には，実践応用に耐えうる指標の選択が必要であり，さらに，教育現場で
の利用を目指した検討においては，研究パラダイムの生態学的妥当性も問われる．したが
って，障害児の教育場面の生態に適した生理学的指標の選択し，さらに，評価指標として
の妥当性や有用性を教育場面で検討する必要がある．  
 
第Ⅱ章 唾液バイオマーカーの可能性 
 バイオマーカーとは，人体に加えられた刺激に対して発せられた生体情報を定量化した
指標を意味する．その内，唾液に含有される唾液バイオマーカーは，採取の非侵襲性・即
時性・簡便性という点で注目を集めている．また，唾液バイオマーカーには，身体面だけ
はなく人間の心理的な側面を反映する物質も多い． 
したがって，これらの唾液バイオマーカーの教育場面における利用により，対象児の生
体変化を簡便，かつ定量的に評価できるとともに，観察された生体変化の解釈を教育実践
の検討における一つの資料とすることで，教育実践の質の向上に資することが期待できる． 
 
第Ⅲ章 本研究の目的 
本研究では，特に，自閉症児，肢体不自由児，病弱児を対象とする特別支援学校の教育
場面における唾液バイオマーカーの特性を生理学的に明らかにすることを目的とする．そ
れぞれの対象における課題及び目的については各研究で述べる． 
 
第Ⅳ章 自閉症児における sAA活性値を用いた交感神経活動評価に関する生理学的研究 
Ⅳ－1 問題の所在と目的 
自閉症児・者に報告される自律神経系には，覚醒水準の特異性は，行動やスキルの学習
の阻害要因となると推測されてため．自閉症児・者に対する効果的な学習を検討する上で
は，自律神経系の活動状態を把握する必要があると考えられる． 
そこで，本研究では，特別支援学校に在籍する自閉症児を対象とし，日常的に行われて
いる学習場面において sAA活性値を測定し，sAA活性値の交感神経系の活動評価における
指標としての妥当性を検討した上で，学習場面における sAA 活性値の特性を明らかにする
ことを目的とする． 
 
Ⅳ－2 自閉症児における sAA活性値を用いた交感神経系の活動評価の妥当性に関する検討 
1．目的 
自閉症児における sAA 活性値の交感神経活動の評価指標としての妥当性を明らかにする． 
2．方法 
自閉症児 7 名を対象とし，対象児が毎朝行っている身体活動を伴う学習の前後に，sAA
活性値，HR値を測定した．さらに，学習中の運動強度を測定し， sAA活性値と HR値の
関連及び sAA活性値・HR値と運動量の関連を調べた． 
3．結果 
学習前に比べて，学習後の sAA 活性値，HR 値の有意な上昇，さらに，HR 変化量と，
学習後値測定直前 2 分前の運動強度との相関に有意傾向が認められた．一方，sAA 変化量
は，高運動強度群にのみ，学習中の総運動量との間に有意な相関が認められた． 
4．考察 
本研究では，交感神経系が十分に亢進している状況下においては，sAA 活性値は自閉症
児の一定時間の交感神経系の亢進を忠実に反映し，評価指標としての妥当性が明らかにな
った．また，HR値は測定直前の活動水準を反映し，sAA活性値は，ある一定時間に観察さ
れる交感神経系の活動変化を反映する傾向が示唆された． 
 
Ⅳ－3 自閉症児の学習場面における sAA活性値を用いた交感神経活動の評価に関する検討 
1．目的 
学習活動における sAA 活性値の変動を明らかにし，HR 値の変動との比較から，自閉症
児の学習場面における sAA活性値の特性を明らかにする． 
2．方法 
自閉症児 13名を対象として，対象児の学校で毎日行われている学習の内，学習形態が異
なる「朝の会」（集団学習）と「個別指導」学習（個別学習）の両場面で，学習の前後に sAA
活性値とHR値を測定し，前値及び後値の平均と分散を比較した． 
3．結果 
どちらの学習場面でも，sAA 活性値及び HR 値の学習前値と後値の平均に有意差は認め
られなかったが，個別学習場面の sAA 活性値の学習後の分散のみ有意に収束していること
が認められた．  
4．考察 
個別の学習場面では，児童の覚醒水準が学習に適した水準に調節された可能性が推測さ
れた．そして，sAA活性値を用いることで，HR値では観察することが困難な交感神経系の
活動変化を把握できることが明らかになり，覚醒水準に適した学習環境の設定等の効果的
な学習の検討に役立つ可能性が推測された． 
 
第Ⅴ章 特別支援学校における重度・重複障害児に対する医療的ケアに際する sAA活性値を
用いた急性ストレス評価に関する研究 
1．問題の所在と目的 
特別支援学校における医療的ケア（以下，医ケア）に関する制度整備が進み，教員によ
る医ケアの実施が拡充し，学校の中で教員が行う医ケアに教育としての位置付けや意義，
効果等が見出されている．その一方で，教員の不安感や負担感や，対象児に関する課題も
報告されている．これらの要因の一つには，教員と対象児とのコミュニケーションの困難
に起因するケアにおける状態把握の難しさがあると考えられる． 
 そこで，本研究では，ケア時の重度・重複障害児の急性ストレスを，sAA 活性値を用い
て明らかにし，従来，重度・重複障害児の心身状態の把握に用いられてきた生理学的指標
と比較し，sAA活性値の特性を明らかにすることを目的とする． 
2．方法 
重度・重複障害児の内，「咽頭より手前のたんの吸引」を必要とする児童・生徒 12 名を
対象として，ケアの直前及び直後に，sAA 活性値の測定を行った．その際，従来ケアに用
いられてきたHR値及び SpO2値の測定も行った．それぞれの生理学的変数の，前値と後値
を比較し，各 phaseごとの変数の関連を調べた． 
3．結果 
ケア前に比べてケア後の sAA活性値の有意な上昇及び SpO2値の上昇傾向が認められた．
また，各 phase の生理学的変数間の関連については，ケア前の SpO2値と sAA 活性値の間
にのみ負の相関が認められた． 
4．考察 
sAA 活性値はケア前の低酸素状態におけるストレスを反映すること推測されたが，酸素
状態が安定した後も，sAA活性値はより高値を示し急性ストレスの状態が明らかになった． 
 一般的に，SpO2 値の上昇及び HR 値の安定をもって医ケア終了となるが，本研究では，
sAA活性値に，HR値やSpO2値では把握できない生体変化が反映され，医ケアにおいて sAA
活性値を測定し対象児の心身状態を把握する意義が示唆された． 
 
第Ⅵ章 小児がん患児における唾液バイオマーカーを用いた慢性ストレス評価に関する研
究 
1．問題の所在と目的 
小児がん患児は寛解後も様々な心理的な問題を呈しやすく，その背景には過酷な治療や
反復的で長期にわたる入院生活があるとされる．したがって，病弱教育には自立活動を中
心とした心理的アプローチが含まれているが，研究及び実践については知見の蓄積が少な
く，教員が効果的な心理的支援を検討する上での困難が予想される．したがって，心理的
な支援の充実には，ストレッサーの同定や支援の効果の評価における，客観的・定量的な
評価指標の確立が必要と考えられる． 
そこで，本研究では，小児がん患児の慢性ストレス評価における sAA活性値及び sCORT
濃度の特性を明らかにすることを目的とする． 
2．方法 
小児がん患児 5名を対象とし，朝の始業前（朝 phase），昼休み（昼 phase），放課後（夕
phase）の各 1点で，sAA活性値の測定，唾液採取を行った．さらに，唾液採取日には，保
護者が対象児の気分を POMS 短縮版によって評価した．各マーカーの日内変動を分析し，
健康な児童のデータとの比較や，主観的評価との関連も分析した． 
3．結果 
 sCORT濃度には日内変動が認められたが，sAA活性値には明確な日内変動は確認されな
かった．また，どちらのマーカーも POMS総得点との関連は認められなかった． 
4．考察 
 本研究のデータは集中的なステロイド剤投与が行われていない場合に得られたものであ
り，そのような場合には小児がん患児においても sCORT濃度を用いた慢性ストレス評価が
妥当である可能性が明らかになった．また，同様のスケジュールで測定した先行研究の健
康児のデータとの比較から，小児がん患児の sCORT濃度は健康児に比べて高く，慢性スト
レスが高いことが推測された． 
一方で，sAA活性値には日内変動が認められず，日中の sAA活性値は先行研究の健康児
のデータに比べて低いことが示された．慢性ストレスの高い喘息児ほど日中の sAA 分泌量
が少ないとの報告もあり，本研究の対象児の sAA 活性値の低さも慢性ストレスの高さを反
映していることが推測された． 
 
第Ⅶ章 総合考察 
 本研究では，障害種を対象とする特別支援学校の児童・生徒について，教育場面におけ
る唾液バイオマーカーの特性を明らかにした．その結果，それぞれの対象児において，今
後の教育場面での利用の可能性が推測された． 
本研究では，唾液バイオマーカーを用いた評価の観点が障害種ごとに異なり，同一のバ
イオマーカーであっても，対象によって異なる側面を評価できるという点で，唾液バイオ
マーカーの汎用性，生態学的妥当性の高さが示された．その一方で，生体情報の妥当な解
釈を模索するために，教育場面に介在する多くの要因のより詳細な記述と，縦断的に実践
研究を蓄積することが課題として挙げられる．  
